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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください。 

「我思う、故に我在り」 

学年主任 野村 明日香 

 

城東バイパスの銀杏並木も色づく季節となりました。校舎の３階からはすっかりクラスにも慣れた１年生の

笑い声が至る所から聞こえて来ます。先日、先輩職業人の話を聞く機会を得ました。１～５組の生徒たちは科

学技術系コース、メディア・サービス系コース、社会・ビジネス系コース、看護・医療系コース、教育・福祉・

公務員系コースの５つに分かれて、本校を卒業し社会で働いている先輩方から高校～大学、就職、現在の仕事

の話などを聞きました。私は６組と一緒に実業家の白坂さんのお話とアスフィール株式会社の小林さんのお

話を聞くことができました。理数コースを卒業し、現在株式会社ピチカートデザイン代表取締役、株式会社「人

狼」代表取締役、ボードゲームカフェ オーナー、将棋カフェ オーナーというたくさんの肩書を持つ白坂さん

は、今夢がなくてもいいけれど、好きなこと、得意なことを整理して夢を見つけてみようと話してくださいま

した。どんな仕事を選ぶのかと考えたときに好きなこと、得意なことから派生してつなげていけばよいとのこ

とでした。興味をもったものに没頭してみよう、好きなことがない人はいないので自分の感情と向き合うこと、

自己分析をしっかりして自分の強みを生かすことの大切さを伝えてくださいました。社会・ビジネス系コース

では小林さんが、なんでも座標軸を描いてアイディアを出したり戦略を考えたりして整理していると話して

いました。また自分を分析して、自分に合う進路を考えていくことの大切さを伝えてくださいました。自己分

析のツールとして「エムグラム」というサイトを紹介してくださり、私も生徒と一緒にサイトの質問に答え、

AI の診断結果を得ました。自分を客観的にみることはなかなかできないことなのかもしれません。お二人と

も自己分析の必要性を話しておりました。自分はどんなことに興味があるのか、自分の性格は、強みは何なの

かまた弱点はどんなことなのか、自分を見つめながら進路を考えていきましょう。これから文理選択を控えて

いるみなさんに先輩たちの話は非常に心に沁みたのではないかと思います。以下にみなさんの感想の一部を

紹介します。なりたい自分に向かって素直な心で人の話を聞き、今を大切にしてほしいと思います。 

 

今回の講演の中で印象に残ったことはどんなことですか？ 

・どんなことからも、楽しみを見出すことが大切。ダメなことがあっても、前を向いて次のために何ができ

るか考えることが大切。ということが印象に残りました。 

・何事にも一生懸命取り組み、日々の学校、勉強に精一杯注ぎ込むことが自分の将来への近道だということ 

・学生時代に勉強が全然できなかったけれど、前向きに何度も挑戦し続けることで仕事を見つけ、自信を持

って仕事に向き合うことができること。 

・何事も楽しむことが大切ということ。辛いと思っていてもやっているうちに楽しさなどに気づけること 

・1 年生の時からこつこつ定期テストや提出物などを頑張り続けることでその後の自分にプラスとなること

がとても多いということ。大変な仕事も小さな達成感を味わうように分けて取り組むと継続してやり遂げ

ることができる。 

・受験をするときに高 1 からすべて勉強し直すのが大変だったということ。今のうちから小テストに前向き 

 に取り組んだり、苦手を残したままにしないようにしたりできることから対策していきたい。 

 



「前へ」 

                            １組副担任 村松 龍生 

先日、山梨県高等学校芸術文化祭演劇部門の予選会が行われ、本校の演劇部は「Ｆorever」という部員

が創作した作品で参加しました。主人公「トモ」は、幼馴染の親友でトモから見て欠点のない「スズ」と

自分を比べて、自分には何も良いところがなくこのまま大人になっていく自信がない、とスズと大喧嘩を

して「こちらの世界」から逃避して「エバーランド」に迷い込んでしまいます。そこで、永遠の子どもで

いるようそそのかす「アリサ」（アリスではない）と、前へ進む勇気を持つべきだと背中を押す「ピータ

ー」（「パン」は付かない）と「リン」（ティンカーベルではない）と出会います。彼らとのやり取りの中

で、自己否定、自己嫌悪、大人になる不安を打ち明け、さらに自己肯定、前へ進むことの大切さについて

考えることになります。その結果「トモ」は自分の悩みや苦しみを乗り越えて将来へ向かっていこうとす

る自分を取り戻し、エバーランドからこちらの世界へ戻ることができました。その過程で実は、親友「ス

ズ」も以前エバーランドに迷い込み強い自分を取り戻してこちらの世界へ戻ってくることを経験していた

ことがわかりました。青年期の心の揺れ、葛藤、マージナルマンの悩み、それを乗り越えてようとして苦

しみもがく心理が表現されていて、瑞々しい高校生の感性が伝わってくる作品でした。 

１年生の皆さんも、この１０月末の文系・理系のコース選択に向かって進んでいます。高校生の３年間

は自分と向き合う機会が人生の中で最も多くなる時期です。日頃の各教科で学習したことや総合的な探究

の時間で調べたことなどを手掛かりにして、自分の将来への第一歩を選択することになります。自分の目

標や進むべき方向が見えにくくなった時は、友人と語りあったり、周りにいる大人に相談してみたりする

ことです。自分を見つめるヒントがその中に必ずあったように思います。進んでいくことが難しくなった

ときには、自分を支えてくれる人の顔を思い浮かべてください。自分自身のためだけに進んでいくのは難

しくても、自分のことで喜んでくれる誰かの笑顔は大きな原動力になることが多かったです。自分の将来

の姿を自分自身でも楽しみにしながら一歩ずつ進んでいきましょう。 

 

 

１１月の主な行事予定 

 １１月 １日（水） 更衣  フードドライブ②（～１１/１０） 

          第２回バイク免許取得希望者説明会（昼）  

２日（木） 学校創立記念日（休業日） 

６日（月） 午後授業カット（1.2 年） 献血 

三者懇談（1.2 年、 7 日～1０日）  昼清掃 

７日（火） 午後授業カット（1.2 年） 

８日（水） 午後授業カット（1.2 年） 

バイク安全運転講習会（PM 湯村自動車学校）  

９日（木）  ⑦授業カット（1 年）５分短縮授業 ▲AM カセット  

芸術文化祭グランドステージ・パレード 

１０日（金） ⑥授業カット（1.2 年）５分短縮授業 教育相談 

１４日（火）  第 3 回定期試験時間割発表 学習強化週間（14 日～２０日） 

１５日（水） 登校時マナーアップ運動 

２０日（月） 県民の日（休業日） 

２１日（火）～2７日（月）第 3 回定期試験   

２７日（月）  ③学年集会 PM クリーンキャンペーン 

２８日（火）  成績処理日（生徒休業日） 

３０日（木） ▲ＡＭカセット 


